
 

 

 

宇治市水道事業ビジョン・経営戦略（最終案）について 

 

「宇治市水道事業ビジョン・経営戦略」（初案）についての意見募集（パブリ

ックコメント）の結果及び宇治市水道事業経営審議会での意見等も踏まえた修

正後の最終案を取りまとめましたので、ご報告いたします。 

 

１．意見募集の結果について 

 

（１）募集期間 

令和３年１月２２日（金）から令和３年２月２１日（日）まで 

 

（２）提出者数  

    水道総務課への持参    ０人 

    郵送           １人 

    ファクシミリ       １人 

    電子メール        ３人 

    市民の声投書箱への投函  ４人 

             合計  ９人 

 

（３）意見数  

「宇治市水道事業ビジョン・経営戦略」（初案）について ３４件 

    

  ※ １人で複数の意見を出された方があるため、提出者数と意見数の合計は

一致しません。 

    

（４）「宇治市水道事業ビジョン・経営戦略」（初案）への意見等の概要 

及び本市の回答                       資料１ 

 

（５）「宇治市水道事業ビジョン・経営戦略」（初案）からの修正内容  資料２ 

  

２．「宇治市水道事業ビジョン・経営戦略」（最終案）について      資料３ 

 

３．答申（案）について                    参考資料 

令 和 ３ 年 ３ 月 １ １ 日 

建設水道常任委員会資料 

上 下 水 道 部 
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「宇治市水道事業ビジョン・経営戦略」（初案）への意見等の概要及び本市の回答 

№ 意見等の概要 意見等に対する本市の回答 修正の有無 

１ 
基本方針１「安全で安心できる水道」の、安心しておい

しく飲める水道は市民の願いである。 

ご意見をふまえ、最終案Ｐ４４の２）水質管理体制の充実 

１段落目１文目の後に、「安心しておいしく飲める水道水

は市民共通の願いであることを念頭に置き、」と追加しま

す。 

有 

２ 
意見交換を行う場など、ビジョン・経営戦略について、

わかりやすく市民に伝える場を提供できないのか。 

これまでから審議会に市民の代表として公募した委員を

選任するとともに、ホームページではビジョン・経営戦略

の資料を公開するなどしてまいりました。今後はさらに信

頼される水道事業運営を目指し、ビジョンで実施する内容

についてわかりやすくお伝えできるよう、情報発信にも努

めてまいります。 

無 

３ 
ビジョン全体を通してＳＤＧｓとの関連の記載をお願

いしたい。 

ご意見をふまえ、最終案Ｐ４０の４段落目に、「持続可能

な開発目標（ＳＤＧｓ）の「安全な水を世界中に」という

視点を持ち、」と記載します。 

有 

４ 
「全てのお客様」という書き方は「市民」に変更すべき

ではないか。（他１件） 

水道事業は公営企業であり、給水サービスを提供する対価

として利用者から水道料金をいただくという受益者負担

の考え方を持っているため、お客様という表現にしており

ます。 

無 

５ 国庫補助金事業を増やすことができないか。 

最終案Ｐ７２に、収支均衡のための施策として、今後の投

資計画において、水道施設の耐震化や再編成に取り組むこ

とを踏まえ、投資事業の新たな財源確保の観点から、国庫

補助金の獲得に向けて取り組むことについて記載してお

ります。 

無 

（反映済） 

資料１ 
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№ 意見等の概要 意見等に対する本市の回答 修正の有無 

６ 
水道料金は、現世代と将来世代の負担の均衡を考えて

設定すべきである。 

最終案Ｐ７３に、現世代と将来世代の負担を考慮しなが

ら、水道事業を取り巻く経営環境の変化に注視し、収支均

衡を図るための施策に取り組んでいくことについて記載

しております。 

無 

（反映済） 

７ 
地下水を活用し、自己水を増やして、府営水の割合を

下げることでコストダウンを図れないか。（他１件） 

自己水を増やすためには浄水施設の増強が必要となり、そ

れに伴う建設投資や維持管理費が新たに生じます。引き続

き、現行の水運用のもと、水道事業を進めてまいりたいと

考えております。 

無 

８ 
事業者などの未利用者にできるだけ市の水を使用して

もらえないか。（他１件） 

お客様の意向もありますが、安全な水道水を使用されるこ

とが重要であると考えます。生活のために必要な水道水を

できるだけ利活用していただけるよう広報に努めるなど、

今後も努力してまいります。 

無 

９ 
環境破壊に留意しつつ工場誘致を働きかけ、給水収益

の増加を目指すことはできないか。 

工場誘致については、市全体のまちづくりの計画に合わせ

た検討が必要であると考えますが、収支改善には給水収益

の増加だけでなく、保有資産の見直しなどによる財源の確

保にも取り組んでまいります。 

無 

１０ 

公共施設などに散水設備を設置し酷暑対策として散水

することや、近郊農業の振興を図ることで、水需要の

拡大や温暖化対策、地産地消等の問題にも対応ができ

るのではないか。 

水道水の利活用につきましては、今後も研究を進めてまい

りたいと考えております。 
無 

１１ 

フューチャーデザインの手法を取り入れ、大規模な浄

水施設に依存せず、井戸水を活用した水源利用に転換

していくため、各家庭に浄水器を置いて、個人で飲み 

安全な水道水をお客様にお届けできるよう浄水場の整備

に取り組むとともに、安全な水道水をご利用いただけるよ

う水質管理を徹底しております。 

無 
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№ 意見等の概要 意見等に対する本市の回答 修正の有無 

 
水を確保できる仕組みづくりの推進を行ってほしい。

（他１件） 

いただいたご意見を参考に、今後はデジタルトランスフ

ォーメーションなどを活用した新たな取り組みなどにつ

いても研究してまいりたいと考えております。 

 

１２ 

災害時などの非常時は自己水が重要となる。府営水 

７０％を維持するのではなく、自己水（地下水）を増や

していくべきではないか。（他３件） 

府営水の受水と自己水源を維持することで、より強固なバ

ックアップ機能を構築でき、地震等災害時のリスクは大幅

に軽減されるため、今後も府営水の受水割合を約７０％と

し、府営水の受水と自己水源による配水を継続してまいり

たいと考えています。 

無 

１３ 

宇治浄水場（宇治市営）の給水地域に京都府営水供給

配管を整備し、必要に応じ給水することを検討するべ

きではないか。 

府営水を受水している配水池と宇治浄水場の給水地域は

配水管で繋がっています。また、木幡熊小路地内に京都市

との連絡管による相互分水施設を設けており、緊急時は府

営水のバックアップおよび京都市との連絡管によるバッ

クアップを考えています。 

無 

１４ 
災害に備えて、近隣市町との連絡管接続を進めてはど

うか。 

災害などの非常時のバックアップ体制として、京都市との

連絡管による相互分水施設や、府営水道の緊急分水施設を

設けています。今後もバックアップ体制のさらなる強化に

努めてまいります。 

無 

１５ 
電気、ガス、通信並びに関連事業者等と災害時の連携

体制協定を結んではどうか。 

災害の発生に備えては市全体として民間業者や公的機関

と協定を締結しておりますが、いただいたご意見をふま

え、最終案Ｐ５４の３応急復旧体制に「今後は災害時の応

援について、民間業者や公的機関、様々な団体とのさらな

る連携に向けて検討してまいります。」と追加します。 

有 
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№ 意見等の概要 意見等に対する本市の回答 修正の有無 

１６ 
水道のＯＢ職員と非常時の支援要請願いを結んではど

うか。 

災害等の非常時に本市の職員だけで対応が難しい場合は、

他市職員や自衛隊などにご支援をいただくよう協定を結

んでおりますが、ご意見の水道のＯＢ職員との支援要請願

いについては、参考にさせていただきます。 

無 

１７ 
災害に備えて市内の給水拠点地等に地下水の貯水タン

クを計画的に整備してはどうか。 

災害などの非常時に配水池の貯留水を利用できるよう、応

急給水拠点となる配水池の耐震化や、緊急遮断弁の設置な

どの施設整備を行っていますが、引き続き施設整備を進め

るとともに、応急給水の強化につきましては、今後も様々

な手法を検討してまいりたいと考えております。 

無 

１８ 

事故や災害が起こった時のリスクを分散するため、市

の浄水場を廃止して府を優先させるべきではない。（他

２件） 

地震等の災害時のリスクを踏まえ、現行の自己水と府営水

の比率については継続してまいりたいと考えております。 
無 

１９ 
西小倉浄水場がこれからも安定して給水できるよう、

施設の整備等を進めてほしい。 

西小倉浄水場は平成元年度から供用しており、日々適切な

維持管理に努めています。原水水質の動向、配水のエネル

ギー効率などを総合的に勘案し、今後の運用について検討

していきたいと考えています。 

無 

２０ 
コスト削減や効率化も大事だが、水道は公共のもので

あるため、民営化を進めることは反対である。 

公営企業として責任を持って水道事業を行い、安全で安心

な水道水を供給することを基本とした上で、民営化につい

ては、他団体での取組事例も含めてしっかりと検証してい

く必要があると考えます。 

無 
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№ 意見等の概要 意見等に対する本市の回答 修正の有無 

２１ 

水道事業の民間委託の推進や、広域化、広域連携する

ことのメリットは何か。なぜ健全経営につながるのか。

（他２件） 

安全な水道水を確実かつ持続的に供給していくためには、

必要となる経費をお客様にご負担いただくことになりま

すが、市が担うべき業務と委託可能な業務を見極めた上で

民間委託や広域連携を進めることは、サービスの向上につ

ながるとともに、事業の効率化による支出の抑制などによ

り、水道事業の健全な経営につながるものと考えておりま

す。 

無 

２２ 
京都府等と広域水道化を目指し、効率的運営を図れな

いか。 

近年、水道事業の財政及び技術基盤の強化の観点から、地

域の実情に応じた広域連携が推進されており、今後は京都

府や府下の市町とともに、効率的な運営につながる広域連

携について検討してまいりたいと考えております。 

無 

２３ 
京都府では、広域化、事業統合や民営化の議論が進め

られていると聞くが、今回の案では触れられていない。 

水道法の改正により、都道府県において、広域的な連携を

推進するよう努めなければならないとされたことについ

ては認識をしており、最終案Ｐ５７には、京都府は、京都

府水道事業広域的連携等推進協議会を設置しており、宇治

市を含む府内水道事業者が参画し、広域連携の取り組みを

検討していることを記載しております。 

無 
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宇治市水道事業ビジョン・経営戦略（初案）からの修正内容 

ページ 修正前 ページ 修正後 

9  9 施設概要の表 追加 

13  13 笠取第１中継ポンプ場の図 修正 

14～

29 

  施設概要を巻末に参考資料として掲載 

20   笠取第 2 ポンプ場に及び笠取第 5 ポンプ場 を追加 

22   監視設備に信号ケーブルにて ・笠取第２ポンプ場受信を追加 

31  15 水道料金の比較の図に「日本水道協会水道料金表より(平成 31

年 4 月 1 日時点)」と追加等 

42  26 本文に最終段落を追加 

  ここで示した指標は、各体系における代表的なものですが、全

指標の実績値および類似事業体平均値の一覧表を、巻末の参考

資料に掲載しています。 

43 

 

 

 

 

2）安全に関する分析 

１ 水質管理 

 安全な水の供給には、原水取水から浄水処理、給水に至る過程

の水質管理が不可欠です。 

 

 

 宇治市では、浄水の水質管理と給水栓での残留塩素濃度の管

理を徹底しており、平均残留塩素濃度は 0.5 ㎎/L を維持していま

す。  

水道水の安全性と品質確保のため、引き続き、残留塩素濃度

管理の徹底と、定期検査を継続します。 

27 

 

 

 

 

2）安全に関する分析 

１ 水質管理 

 安全な水の供給には、原水取水から浄水処理、給水に至る過程

の水質管理が不可欠です。 

 水道法では残留塩素濃度が給水栓で常に 0.1mg/L 以上を満た

すことが義務付けられています。 

 宇治市では、浄水の水質管理と給水栓での残留塩素濃度の管

理を徹底しており、毎日の検査において、常に 0.1mg/L 以上を満

たしていることを確認しています。 

 水道水の安全性と品質確保のため、引き続き、残留塩素濃度管

理の徹底と、定期検査を継続します。 

資料２ 
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ページ 修正前 ページ 修正後 

 安全：平均残留塩素濃度（A101) 

【説明】 

 給水栓での残留塩素濃度の平均値です（水道法では 0.1 ㎎/L

以上を満たすことが義務付けられています）。 

 安全：平均残留塩素濃度（A101) 

【説明】 

 給水栓での残留塩素濃度の平均値です。 

53 （図）布設年度別管路延長 

 

 

37 （図）布設年度別管路延長 

・「令和元年度末」 追加 

・「10 年後には 40 年超過した管路は 49％」 追加 

56 ５-１ 基本理念 

本ビジョンでは以上のことを踏まえ、厚生労働省の新水道ビジョン

で共通目標として掲げられている「安全」「強靭」「持続」を包括的

に表現した『安全な水道水の確実かつ持続的な供給』を基本理念

に掲げ、持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の視点や       

          デジタルトランスフォーメーションの活用につい

ても研究しながら、将来にわたってお客さまとの信頼関係を大切に

した、未来へつながる水道事業を目指します。 

40 ５-１ 基本理念 

本ビジョンでは以上のことを踏まえ、厚生労働省の新水道ビジョン

で共通目標として掲げられている「安全」「強靭」「持続」を包括的

に表現した『安全な水道水の確実かつ持続的な供給』を基本理念

に掲げ、持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の「安全な水を世界中に」

という視点を持ち、デジタルトランスフォーメーションの活用につい

ても研究しながら、将来にわたってお客さまとの信頼関係を大切に

した、未来へつながる水道事業を目指します。 

60 ２）水質管理体制の充実 

 宇治市では、水道法に基づいた水道水の水質検査を実施して

います。 

今後も安全で良質な水道水をお客様にお届け

できるよう、水安全計画の運用や水質検査の実施による水質管理

の徹底、浄水処理の効果的・効率的な技術の研究などを実施しま

す。 

44 ２）水質管理体制の充実 

 宇治市では、水道法に基づいた水道水の水質検査を実施して

います。安心しておいしく飲める水道水は市民共通の願いである

ことを念頭に置き、今後も安全で良質な水道水をお客様にお届け

できるよう、水安全計画の運用や水質検査の実施による水質管理

の徹底、浄水処理の効果的・効率的な技術の研究などを実施しま

す。 

61 有機物（TOC）温度水質基準比較 45 有機物（TOC）濃度水質基準比率 
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ページ 修正前 ページ 修正後 

70  54 本文に最終段落を追加 

今後は災害時の応援について、民間業者や公的機関、様々な

団体とのさらなる連携に向けて検討してまいります。 

77～

79 

表及びグラフ凡例：当該団体値（当該値） 61～

63 

表及びグラフ凡例：宇治市 

79 

 

 

 63 

 

 

本文に最終段落を追加 

 なお、各指標の説明については巻末の参考資料に掲載していま

す。 

80  64 本文に最終段落を追加 

 なお、この建設投資は 66 ページに示す今後 10 年間の削減効

果を考慮したうえで算出しています。 

84  68 本文に最終段落を追加 

 収支計画の主な前提条件と 10 年間の財政収支の見通しについ

ての説明は 70～71 ページに掲載しています。収支計画では収益

的収支がマイナスで推移する見込みであり、72 ページに収支均

衡に向けた施策を掲載しています。 

 

上記のほか、誤字、脱字及び表現等軽微な点について修正を行いました。 



 

 

 

宇治市水道事業ビジョン・経営戦略 

 

最終案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 
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参考資料 

宇治市水道事業ビジョンの策定について（答申案） 

 

１．はじめに 

宇治市では、平成 22 年 3 月に「安全で、安心して暮らせる水道水の供給」を
基本理念とした宇治市地域水道ビジョン（計画期間：平成 22 年度～平成 31 年
度）を策定し、様々な取組を進めてこられたところである。 

平成 23 年 3 月には未曾有の被害をもたらした東日本大震災を経験し、早急な
耐震化の必要性が認識される中、平成 25 年 3 月には国において新水道ビジョン
が策定され、給水人口や料金収入の減少、老朽化施設の更新需要の増大、地震対
策の見直しなどを踏まえ、「安全」「強靭」「持続」の観点から、将来を見据えた
水道事業の理想像が示されている。 

さらに、水需要の減少に伴い水道料金収入が年々減少している一方で、平成 28

年度からは宇治市の給水量の約 7 割を占める京都府営水道の料金が増額改定さ
れるなど、水道事業経営の悪化が見込まれたことから、平成 28 年度に水道料金
を改定され、この間水道施設の更新・耐震化に積極的に取り組んでこられた。 

このような水道事業を取り巻く環境の変化を踏まえ、宇治市水道事業経営審
議会では、宇治市長から諮問を受け、宇治市水道事業ビジョンの策定について議
論を行ったところであり、これまでの取組を評価するとともに、今後の方向性に
ついて検討を行い、結論を得たので以下の通り答申を行うものである。 

 

２．答申 

（１）宇治市地域水道ビジョンの取組評価 

① 事業の進捗状況について 

宇治市では、宇治市地域水道ビジョンに基づく各種施策を実現するため、水
道施設の再編成、簡易水道・飲料水供給事業の統合、浄水施設・配水池や老朽
管路等の更新・耐震化等について実施計画を策定し、具体的な取り組みを進め
てきた。 

  その結果、浄水場の統廃合を含む配水区域の再編計画を策定したほか、笠取
簡易水道と上水道との統合等を完了させ、課題となっていた山間地の不安定
な水の供給を解消することができた。また、老朽管路の更新・耐震化を進める
とともに、管路情報の管理についてもマッピングシステムの機能充実を図り、
漏水等への対応もより適確に行えるようになった。 

しかし、浄水施設・配水池の更新・耐震化事業については、耐震診断や整備
施設の順位付け、設計等に時間を要したため、主要配水池については平成 26
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年度からの工事着手となり、基幹施設である宇治浄水場の更新・耐震化事業に
ついても平成 28 年度から本格的に実施していく計画とされたが、より早急な
耐震化対策が求められる中、宇治市地域水道ビジョンの中間見直し以降の取り
組みにより、令和元年度末の宇治市の水道施設の耐震化率は、浄水施設７４．
４％、配水池３８．３％、基幹管路の耐震適合率は２４．２％と全体的に耐震
化率を向上された。 

水道水の安定的な供給には、強靭な施設整備が不可欠であり、耐震化は老朽
化対策と合わせて早急に取り組む必要があることから、宇治市水道事業ビジョ
ンにおいても、引き続き各種施策の実施により、耐震化率等を向上させる事業
実施に取り組むべきである。 

 

② 経営状況について 

水道事業における主な財源である水道料金収入は、平成 10 年度の料金改定
以降、水需要の減少に伴い、平成 11 年度の 32 億 800 万円から平成 25 年度に
は 26 億 9,200 万円と 5 億 1,600 万円、16.1％減少し、宇治市地域水道ビジョ
ンにおいて、平成 22 年度には単年度赤字の発生を、平成 23 年度からは累積
赤字の発生を予測していたが、必要な財源をどのように調達するかについては
示されていなかった。宇治市地域水道ビジョンの中間見直しまでにおいて、料
金改定をせずに事業運営できたのは、更新・耐震化への投資を先送りするなど、
収支均衡させることを優先した事業運営によるものであると考えられる。 

しかしながら、平成 28 年度の水道料金の改定により、この間、浄水施設・
配水池等の更新・耐震化事業に取り組みながら、単年度黒字で経営されてきた
ところである。 

今後、安全な水道水の確実かつ持続的な供給を継続していくためには、引き
続き必要な建設投資を先送りすることなく実施するとともに、その財源につい
て適切に確保していく対策を早急に講じていく必要がある。 

 

（２）宇治市水道事業ビジョン・経営戦略の策定について 

①水道施設の更新・耐震化、再編成について 

  宇治市の水道施設は老朽化が進んでおり、有形固定資産の減価償却済の割
合は５０%を超えており、全国や類似団体の平均と比べて高い状況にあるが、
耐震化率については、宇治市地域水道ビジョンの中間見直し以降向上してい
る。 

また、今後の水需要の減少が予測される中にあっては、水道施設の現状での
規模は過大であると見込まれ、施設利用率の低下などの事業効率が悪化するこ
とになるため、引き続き浄水場や配水池などの統廃合やダウンサイジングに取
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り組み、将来の水需要に見合った水道施設の規模適正化を図る必要がある。 

水道水の安定的な供給には、強靭な施設整備が不可欠であり、耐震化は老朽
化対策と合わせて早急に取り組む必要があることから、宇治市水道事業ビジョ
ンにおいても、引き続き各種施策の実施により、水道施設の再編成及び耐震化
率等を向上させる事業実施に取り組むべきである。 

 

②水道事業経営のあり方について 

収入面では、今後も水需要の減少が見込まれており、第 5 次総合計画におけ
る人口推計を踏まえた推計では、一日あたりの有収水量は、今後１０年間で約
１１％、最大給水量は約１３％減少する見込である。その結果、給水収益につ
いても、令和３年度の約２９億円が令和１２年度に約２５億６千万円となり、
約１２％も減少する見込みとなっている。 

支出面では、平成 28 年度から宇治市の給水量の約 7 割を占める京都府営水
道の料金が増額改定されるとともに、使用料金単価の増額改定が令和 2 年度
から、建設負担単価については経過措置があるものの令和 3 年度から増額改
定されることから、令和元年度の実績 12 億 9500 万円に対して、令和 4 年度
には 16 億 4300 万円と、約 3 億 5000 万円の増加が見込まれている。加えて、
平成 28 年度からの耐震化工事等の投資事業への積極的な取組により、減価償
却費の増加が見込まれており、今後さらに水道事業経営における収支が悪化し
ていくことが予測されている。  

 

安全な水道水の確実かつ持続的な供給は、市民生活に不可欠なものであり、
そのために必要となる経費について、市民に負担を求めることも止むを得ない
と考えられるが、これまで以上に経営の合理化を図り、持続可能な水道事業経
営に努められたい。 

他団体においては、窓口業務や徴収業務をはじめ、様々な業務について民間
委託や事業の広域化が行われていることから、こうした点についても積極的な
検討を進める必要がある。 

  企業債については、宇治市地域水道ビジョンの策定以降、建設事業費の約 4

割に対して企業債の発行を行ってきたが、企業債の発行は、施設整備によって
受益を受ける世代がその償還を通じて応分の負担をするという面を持つ一方
で、水道料金収入の減少が予測される中、将来世代に過大な負担を先送りする
可能性もあり、持続可能な水道事業経営の観点からは、できるだけ企業債に頼
らず、現世代の水道料金で賄うことが望ましい。 

現世代と将来世代の負担割合を考慮する中では、中間見直し以降は、老朽化
等により施設の資産価値が減少する分、つまり減価償却費分については現世代
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が負担し、それを超える経費については企業債を発行することで将来世代に負
担を求める手法により、建設事業費の約 7 割が企業債対象となっている。 

中間見直し以降は、建設事業費が非常に多額になることから、緊急避難的措
置としてきたが、今後 10 年間の水道事業ビジョンの期間においても、引き続
き耐震化等の事業に取り組む必要があると考えており、宇治市における起債残
高等について他団体の状況と比較しながらではあるが、建設事業費のうち減価
償却費分を超える経費については企業債を発行する考え方を継続することが
望ましいと考える。 

 

こうした検討を踏まえ、水道事業経営における収支が今後悪化していく見込
みであること、水道施設の更新・耐震化、再編成の投資計画からは今後 10 年
間で約 130 億円の事業費が必要と見込まれていること等から、企業債の活用
や水道料金のあり方の検討を進めるとともに、これまで以上の経営努力に早急
に取り組む必要がある。 

 

３．提言 ～将来を見通した持続可能な水道事業経営に向けて～ 

  宇治市地域水道ビジョンの中間見直しでは、将来にわたって持続可能な水
道事業経営に努めなければならないことから、必要と見込まれる事業量と宇
治市地域水道ビジョンの終了後における財政見通しについて検討したが、水
需要や料金収入の減少が見込まれる中、どの程度将来世代の負担とするのか
については、持続可能な水道事業の観点から引き続き検討すべき課題とした
ところである。 

今回策定する宇治市水道事業ビジョンにおいても、人口減少等に伴う水需要
減少の経営面への影響は大きく、水道事業経営における収支は悪化していく見
込みであるが、安全な水道水の確実かつ持続的な供給は、市民生活にとって不
可欠であることを踏まえ、強靭な水道施設の整備に向けて引き続き投資事業に
取り組みながら、健全経営を持続できるような中長期的な視点に立った現世代
と将来世代の負担のあり方は引き続き検討すべきである。 

とりわけ水道料金については、そのあり方として前回の提言を踏まえ、低所
得者向け料金のあり方や口径別料金体系の検討などについては、今後具体的な
料金検討の際にはあわせて検討していただきたい。また、将来世代の負担とな
る企業債については、引き続き投資事業が必要であることを踏まえ、国庫補助
金制度の活用の検討とあわせて、他団体との指標比較も行いながら適切な企業
債発行に努めるべきと考える。 

また、新型コロナウィルス感染症の影響により、この間、生活様式の変更に
伴い、水需要についても営業自粛等による店舗や工場での水需要の減少の一方、
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在宅時間の増加による家庭での水使用の増加など、これまでになかった要因も
発生している。こうした想定しづらい要因についても、常に状況把握に努め水
道事業経営を行っていくことが重要である。 

水道事業については、これまでの新設整備・拡張の段階を経て、現在は維持
管理、更新・耐震化の事業段階となっており、蛇口を捻れば水が出るという当
たり前であることを将来的にも継続していくためには、強靭な水道施設・管路
の整備のため、改めて大きな投資事業費をかけていかなければならない状況で
ある。宇治市の持続可能な中長期的な水道事業経営のためには、現在実施して
いる耐震化工事などについても、より一層情報発信を行うとともに、今回策定
する水道事業ビジョン・経営戦略の内容についても、市民や事業者等に水道事
業の現状をまず知っていただくことが大切であることから、今後よりわかりや
すくしっかりと伝えるために広報の手法等についても検討され、積極的な情報
発信に取り組むことが重要である。その上で、持続可能な水道事業経営に向け
て、早期に収支改善に向けた施策に着手し、できることは直ちに、中長期的な
改善施策は研究・検討を進めるなど、これまで以上の経営努力に取り組むべき
であると考える。 

 

４．おわりに 

  国の新水道ビジョンでは、水道サービスの「安全」「強靭」「持続」の観点か
ら 50 年後、100 年後を見据えた水道の理想像を示している。 

今回の宇治市水道事業ビジョンの策定にあたっては、「安全」な水の安定的
な供給を確保するため、地震災害等にあっても影響が最小限にとどまるよう
「強靭」な施設整備への取組、水需要の減少にも対応できる「持続」可能な経
営努力も含めた水道事業経営について検討を行ってきた。 

宇治市の水道施設は人口が急増した高度経済成長期に整備が進んできたこ
とから、今後これらの更新時期を迎えることになる。このような状況を踏まえ、
施設の更新・耐震化やその財源について議論し、一定の改善の方向性を示すこ
とができたと考えている。 

水道事業経営は、主として水道料金を財源としていることから、今回の答申
に従えば、今後の市民への負担増は避けることはできないものと考えるが、さ
らなる経営努力の取り組みに早期に着手し、更なる民間委託の推進を行うこと
などによるコストの縮減や新たな財源確保にも取り組むなど、収支改善に向け
た経営努力もあわせて行い、強靭な水道施設整備と効果的・効率的な事業経営
に一層努めるよう要請する。 


